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ま
さ
に
こ
の
用
紙
に
向
か
っ
て
筆
・
墨
で
書
き
記
し
た
人
が
い
る
。
そ
の
姿
勢
や

息
遣
い
と
い
っ
た
も
の
が
、
筆
写
本
に
向
か
っ
た
と
き
に
は
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
板
行
本
な
ど
印
刷
し
た
も
の
で
は
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
感
覚
で
あ
る
。

こ
こ
の
家
で
人
と
語
り
合
っ
た
り
食
べ
た
り
寝
た
り
し
な
が
ら
、
考
え
て
原
稿
を
記

し
た
人
が
い
る
。
あ
る
い
は
こ
の
道
を
歩
き
も
し
た
で
あ
ろ
う
。
学
に
携
わ
っ
て
い

て
先
人
の
旧
宅
な
ど
を
尋
ね
た
と
き
に
、
初
め
て
得
ら
れ
る
感
覚
で
あ
る
。
こ
の
人

に
何
か
を
尋
ね
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
、
墓
碑
の
前
に
立
つ
と
湧
い
て
く
る
。
国

語
な
い
し
日
本
語
の
解
明
に
当
た
っ
た
人
び
と
が
日
び
を
過
ご
し
た
、
そ
の
場
を
、

近
世
の
京
都
の
う
ち
に
訪
ね
て
み
た
い
。 

 

富
士
谷
成
章
ふ
じ
た
に
○

な
り
あ
き
ら 

 

京
都
に
暮
ら
し
て
国
語
に
深
い
見
識
を
示
し
た
、
最
大
の
学
者
と
し
て
、
富
士
谷

成
章
を
挙
げ
た
い
。
一
七
三
八
元
文
三
年
、
福
岡
県
柳
川
藩
の
京
屋
敷
の
医
家
・
皆

川
み
な
が
わ

○
○
○
○

家
に
生
ま
れ
、
や
は
り
京
都
の
柳
川
藩
士
・
富
士
谷
家
を
継
い
だ
。
京
都

御
苑
の
す
ぐ
西
、
中
立
売
通
西
洞
院
西
入
に
住
み
、
現
在
の
京
都
府
林
務
事
務
所
の

西
北
隅
に
「
富
士
谷
成
章
宅
址
」
の
碑
が
立
つ
。 

 

国
語
学
で
は
『
挿
頭
抄
か
ざ
し

し
よ
う

』
『
脚
結
抄
あ
ゆ
い

し
よ
う

』
を
残
し
て
い
る
。
「
挿
頭
」
は

副
詞
・
接
続
詞
類
、
「
脚
結
」
は
助
動
詞
・
助
詞
類
で
あ
り
、
「
名
な○

」
の
名
詞
類
、

「
装
よ
そ
い

○
○
○

」
の
動
詞
・
形
容
詞
類
と
と
も
に
、
成
章
が
語
を
文
法
的
に
大
分
類
し
た

も
の
で
あ
る
。
「
抄
」
は
解
説
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
例
え
ば
、
『
脚
結
抄
』
は

助
動
詞
・
助
詞
の
解
説
書
で
あ
る
。
『
脚
結
抄
』
序
文
は
、
国
語
史
の
時
代
区
分
を

述
べ
、
用
言
の
抽
象
的
な
活
用
表
を
掲
げ
る
な
ど
、
江
戸
時
代
に
屹
立
す
る
国
語
把

握
を
示
し
た
。 

 

成
章
は
、
一
七
七
九
安
永
八
年
に
四
十
一
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
墓
碑
は
、
住
居

の
北
西
方
向
、
道
の
り
で
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
、
京
都
市
北
区
、
千
本

通
鞍
馬
口
の
上
品
蓮
台
寺
に
あ
る
。
た
だ
し
、
堂
舎
と
は
千
本
通
を
挟
ん
だ
反
対
側

に
墓
地
が
あ
り
、
門
も
あ
っ
て
、
そ
の
前
に
「
富
士
谷
先
生
碣
」
の
碑
が
堂
堂
と
立

つ
。
「
碣
」
は
音
ケ
ツ
、
意
味
は
碑
、
富
士
谷
家
当
代
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
。 

 

成
章
の
墓
碑
の
周
囲
に
は
富
士
谷
一
族
の
墓
碑
が
並
び
、
長
男
・
富
士
谷
御
杖

み
つ
え

○
○
○

の
も
の
も
あ
る
。
御
杖
は
一
七
六
八
明
和
五
年
生
、
一
八
二
三
文
政
六
年
没
、

国
語
に
つ
い
て
の
著
作
と
し
て
、
当
代
語
か
ら
古
語
を
引
く
、
最
初
の
辞
書
『
詞
葉

新
雅
こ
と
ば
の

し
ん
が
○

』
を
編
ん
だ
。
門
前
の
碑
の
「
先
生
」
は
、
御
杖
を
含
む
で
あ
ろ
う
。 

 

成
章
の
実
兄
・
皆
川
淇
園
き
え
ん

○
○
○

は
、
一
七
三
四
享
保
一
九
年
生
、
一
八
〇
七
文
化

四
年
没
。
当
時
を
代
表
す
る
儒
学
者
ま
た
文
人
で
あ
る
。
言
語
に
つ
い
て
独
特
の
論

を
も
ち
、
漢
語
・
漢
字
に
即
し
て
『
虚
字
解
』
『
実
字
解
』
を
著
し
も
し
、
成
章
に

も
影
響
を
与
え
た
。
成
章
宅
よ
り
は
さ
ら
に
御
所
に
近
い
中
立
売
通
室
町
西
入
に
住

み
、
ま
た
私
塾
・
弘
道
館
を
設
け
て
、
門
弟
数
千
を
育
て
た
。
一
筋
南
の
上
長
者
通

の
側
に
、
「
皆
川
淇
園
弘
道
館
址
」
の
碑
が
あ
る
。
大
き
く
立
派
な
墓
碑
が
、
京
都

御
苑
の
北
、
寺
町
通
の
阿
弥
陀
寺
に
、
門
弟
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
居
宣
長
も
と
お
り

の
り
な
が 

 

成
章
が
あ
と
二
十
年
生
き
て
い
た
な
ら
ば
、
本
居
宣
長
が
国
学
を
集
大
成
す
る
の

を
見
た
は
ず
で
あ
る
。
宣
長
は
、
現
在
の
三
重
県
松
阪
市
に
一
七
三
〇
享
保
一
五
年

に
生
ま
れ
、
一
八
〇
一
享
和
元
年
に
没
し
た
。
暮
ら
し
た
家
も
松
阪
城
址
に
移
築
・

保
存
さ
れ
、
記
念
館
も
設
け
ら
れ
、
市
街
で
も
至
る
所
に
宣
長
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ

の
宣
長
は
京
都
を
幾
た
び
か
訪
れ
た
。 

 
宣
長
は
、
数
え
二
十
三
歳
一
七
五
二
宝
暦
二
年
か
ら
の
五
年
半
、
漢
学
・
医
学
修

得
の
た
め
に
遊
学
し
、
そ
れ
を
記
念
す
る
碑
が
立
て
ら
れ
た
。
京
都
御
苑
西
側
を
通

る
烏
丸
通
を
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
に
向
か
っ
て
南
下
す
る
と
、
半
ば
で
四
条
通
と
交
わ
り
、

そ
の
交
差
点
か
ら
見
て
南
西
の
ほ
う
に
碑
が
あ
る
。
「
本
居
宣
長
先
生
修
学
之
地
」

「
堀
景
山
宅 
綾
小
路
通
室
町
西
入
南
側 

武
川
幸
順
宅 

室
町
通
綾
小
路
北
上
」



そ
の
他
が
記
さ
れ
て
い
る
。
堀
景
山
ほ
り
○
○

け
い
ざ
ん

は
、
漢
学
者
で
あ
る
が
国
学
に
も
に
通

じ
、
宣
長
は
二
年
半
を
そ
の
塾
に
寄
宿
し
て
、
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の

後
に
寄
宿
し
た
の
が
、
小
児
科
医
学
の
師
・
武
川
幸
順
た
け
が
わ
○

こ
う
じ
ゆ
ん

の
塾
で
あ
る
。
洛
中

の
所
在
は
、
景
山
宅
で
言
う
な
ら
ば
、
正
門
な
い
し
玄
関
が
「
綾
小
路
通
」
に
面
し
、

近
辺
の
「
室
町
」
通
と
の
交
差
点
か
ら
「
西
」
に
「
入
」
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と

い
う
よ
う
に
示
す
か
ら
、
宣
長
は
北
東
に
引
っ
越
し
た
こ
と
に
な
る
。
碑
が
立
つ
の

は
、
現
在
は
大
島
紬
の
桝
儀
ビ
ル
の
玄
関
先
、
か
つ
て
は
景
山
の
塾
の
門
前
で
あ
る
。 

 

畢
生
の
大
作
『
古
事
記
伝
こ
じ
き

で
ん
○

』
を
著
す
に
は
、
宣
長
は
国
語
を
解
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
理
解
さ
れ
難
く
な
っ
て
い
た
係
結
び
・
係
助

詞
を
『
て
に
を
は
紐
鏡
ひ
も
か
が
み

○
○
○
○
○

』
『
詞
玉
緒
こ
と
ば
の

た
ま
の
お

』
で
整
理
し
、
そ
の
発
展
と
し

て
『
活
用
言
の
冊
子
か
つ
よ
う
げ
ん
の

そ
う
し
○
○
○
○

』
で
用
言
の
活
用
を
整
理
し
た
。
『
字
音
仮
字
用

格
じ
お
ん
○
○

か
な
づ
か
い

』
『
漢
字
三
音
考
か
ん
じ
○
○
○

さ
ん
お
ん
こ
う

』
『
地
名
字
音
転
用
例
ち
め
い
○
○
○
○
○
○

じ
お
ん
て
ん
よ
う
れ
い

』
で

日
本
に
お
け
る
漢
字
音
の
研
究
も
遺
し
た
。
景
山
の
下
に
寄
宿
し
て
か
ら
五
十
年
を

経
、
宣
長
は
、
烏
丸
通
を
東
に
渡
っ
た
宿
で
、
門
人
に
講
義
を
行
っ
た
。
「
鈴
屋
大

人
偶
講
学
旧
地
」
の
碑
が
、
烏
丸
通
四
条
南
東
角
の
ビ
ル
の
、
烏
丸
通
に
面
し
た
裏

口
に
立
っ
て
い
る
。
鈴
屋
す
ず
の
や

○
○
○
○

は
宣
長
の
号
。
二
箇
月
半
の
滞
在
の
後
、
松
坂
に

戻
っ
て
三
箇
月
半
、
宣
長
は
永
眠
し
た
。 

 

本
居
と
富
士
谷 

 

宣
長
が
遊
学
し
て
い
た
こ
ろ
、
成
章
は
ま
だ
皆
川
姓
で
あ
る
。
二
人
の
住
ま
い
は

二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
距
離
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
ど
こ
か
で
袖

が
触
れ
合
っ
た
か
い
な
か
。
宣
長
は
『
脚
結
抄
』
に
接
し
て
高
度
な
内
容
に
驚
嘆
す

る
が
、
恐
ら
く
成
章
没
後
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

宣
長
は
、
一
七
六
三
宝
暦
一
三
年
生
ま
れ
の
息
・
春
庭
は
る
に
わ

○
○
○
○

に
期
待
を
寄
せ
て

い
た
。
春
庭
は
優
秀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
失
明
し
、
一
七
九
五
寛
政
七
年
、
針
医
修

業
の
た
め
に
上
京
す
る
。
寄
宿
し
た
と
こ
ろ
は
、
富
士
谷
家
の
西
、
百
メ
ー
ト
ル
と

離
れ
て
い
な
い
あ
た
り
で
あ
る
。
寄
宿
は
二
年
間
に
渡
り
、
記
録
は
見
出
だ
さ
れ
て

い
な
い
が
、
春
庭
と
御
杖
と
は
会
い
は
し
な
か
っ
た
か
。
春
庭
は
、
松
坂
に
帰
っ
た

後
、
『
詞
八
衢
こ
と
ば
の

や
ち
ま
た

』
で
動
詞
の
活
用
体
系
を
明
察
し
、
『
詞
通
路
こ
と
ば
の

か
よ
い
じ

』
で
動

詞
の
派
生
を
追
究
し
た
。
動
詞
の
活
用
体
系
の
把
握
は
、
父
の
成
果
を
受
け
て
今
日

の
活
用
表
に
骨
格
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
派
生
の
問
題
は
、
今
日
な
お
挑
戦
者
が

い
な
い
。
一
八
二
八
文
政
一
一
年
、
春
庭
は
没
し
た
。 

 

宣
長
は
、
商
家
の
出
で
あ
り
、
修
行
の
た
め
に
江
戸
の
叔
父
の
も
と
に
行
っ
た
が
、

意
に
染
ま
ず
に
一
年
で
帰
郷
し
た
。
そ
の
分
の
江
戸
嫌
い
は
差
し
引
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
も
、
宣
長
が
遊
学
し
て
成
果
を
得
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
学
問
の
魅
力
は

ま
だ
京
都
に
溢
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
元
禄
が
終
わ
っ
て
化
政
に
移
ろ
う
と
す
る
こ

ろ
に
も
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
文
化
が
上
方
か
ら
江
戸
に
中
心
を
移
そ
う
と
す
る
こ

ろ
に
も
、
京
都
は
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

 

近
世
前
期
の
漢
学 

 

時
代
を
遡
れ
ば
、
京
都
は
、
学
問
的
な
営
み
の
中
心
と
し
て
の
性
格
を
更
に
強
く

し
て
ゆ
く
。
市
中
を
歩
い
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

曲
直
瀬
道
三
ま
な
せ
○

ど
う
さ
ん

は
、
戦
国
時
代
の
名
医
で
あ
り
、
日
本
最
初
の
医
塾
・
啓
迪

院
け
い
て
き

い
ん
○
○

を
創
設
し
て
八
百
人
の
塾
生
を
育
て
も
し
た
。
一
五
〇
七
永
正
四
年
生
、

一
五
九
四
文
禄
三
年
没
。
淇
園
が
眠
る
阿
弥
陀
寺
の
南
に
十
念
寺
が
隣
り
、
そ
の
門

前
に
「
曲
直
瀬
道
三
墓
所
」
の
碑
が
立
つ
。
墓
碑
は
苔
生
し
て
崩
れ
ん
ば
か
り
で
あ

る
が
、
墓
所
の
入
り
口
に
は
、
没
後
四
百
年
を
記
念
し
て
日
本
医
史
学
会
等
が
「
曲

直
瀬
道
三
顕
彰
碑
」
を
大
き
く
据
え
て
い
る
。
墓
碑
の
傍
ら
に
は
、
道
三
に
師
事
し

た
施
薬
院
全
宗
や
く
い
ん

ぜ
ん
そ
う

（
一
五
二
六
大
永
六
年
生
、
一
五
九
九
慶
長
四
年
没
）
も
葬

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
啓
迪
院
が
あ
っ
た
場
所
は
、
淇
園
の
弘
道
館
が
後
に
設
け
ら

れ
る
地
の
西
隣
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 
道
三
は
、
幼
く
し
て
両
親
を
失
い
、
十
歳
で
相
国
寺
に
入
っ
て
、
群
馬
の
足
利
学

校
に
学
ぶ
な
ど
し
た
後
、
四
十
歳
で
還
俗
し
て
医
業
に
専
念
し
た
。
藤
原
惺
窩
（
一

五
六
一
永
禄
四
年
生
、
一
六
一
九
元
和
五
年
没
）
も
相
国
寺
に
入
っ
て
朱
子
学
・
陽

明
学
を
修
め
、
そ
の
門
か
ら
林
羅
山
・
那
波
道
円
・
松
永
昌
三
（
一
五
九
二
文
禄
元

年
生
、
一
六
五
七
明
暦
三
年
没
）
・
堀
杏
庵
の
四
天
王
ら
が
輩
出
し
て
い
る
。
惺
窩



の
流
で
な
く
と
も
、
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
元
和
四
年
生
、
一
六
八
二
天
和
二
年

没
）
、
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
寛
永
四
年
生
、
一
七
〇
五
宝
永
二
年
没
）
ら
が
い
た
。

現
在
の
二
条
城
の
あ
た
り
、
東
の
堀
川
通
に
沿
っ
て
、
か
れ
ら
の
私
塾
跡
の
碑
が
並

ん
で
い
る
。
「
松
永
昌
三
講
習
堂
址
」
「
山
崎
闇
斎
邸
址
」
「
史
蹟
伊
藤
仁
斎
宅
古

義
堂
阯
並
書
庫
」
で
あ
る
。
仁
斎
門
の
並
河
天
民
（
一
六
七
九
延
宝
七
年
生
、
一
七

一
八
享
保
三
年
没
）
の
「
儒
医
並
河
天
民
講
学
所
堀
木
之
舎
阯
」
も
こ
の
並
び
で
あ

る
。
昌
三
門
の
木
下
順
庵
（
一
六
二
一
元
和
七
年
生
、
一
六
九
九
元
禄
一
一
年
没
）

は
、
宣
長
が
学
ん
だ
景
山
の
塾
か
ら
見
る
と
四
条
通
を
挟
ん
で
反
対
の
北
に
住
み
、

現
在
は
「
此
附
近
木
下
順
庵
邸
址
」
の
碑
が
あ
る
。
な
お
、
景
山
は
堀
杏
庵
の
曾
孫

で
あ
る
。 

 

い
ま
出
し
た
名
の
う
ち
で
、
道
円
（
一
五
九
五
文
禄
四
年
生
、
一
六
四
八
正
保
五

年
没
）
は
、
源
順
み
な
も
と
の

し
た
ご
う
○

『
和
名
類
聚
抄
わ
み
よ
う
○
○
○
○

る
い
じ
ゆ
う
し
よ
う

』
の
校
訂
・
刊
行
に
携
わ
っ

て
、
現
在
も
流
布
す
る
本
文
を
提
供
し
、
国
語
学
史
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
人
と
な
っ

た
。
『
和
名
類
聚
抄
』
は
一
〇
世
紀
に
成
立
し
た
い
わ
ば
百
科
事
典
で
あ
り
、
後
世

の
辞
書
は
、
平
安
時
代
の
言
語
・
事
物
を
記
す
際
に
こ
れ
を
典
拠
と
し
続
け
て
き
て

い
る
。 

 

ひ
と
休
み 

 

古
義
堂
跡
か
ら
少
し
北
上
し
て
下
長
者
町
通
に
出
、
左
手
す
な
わ
ち
北
の
ほ
う
に

成
章
旧
宅
を
意
識
し
な
が
ら
東
に
進
め
ば
、
烏
丸
通
に
ぶ
つ
か
る
。
烏
丸
通
を
渡
れ

ば
蛤
御
門
で
あ
る
。
古
義
堂
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
な
い
。
蛤
御
門
か
ら
東
に
進

む
道
は
、
京
都
御
苑
を
南
北
に
二
分
す
る
。
御
所
を
左
手
に
見
た
後
は
、
右
手
に
仙

洞
御
所
・
大
宮
御
所
を
見
る
。
そ
の
北
部
に
は
、
平
安
時
代
初
期
に
紀
貫
之
の
邸
宅

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
東
に
進
ん
で
清
和
院
御
門
を
出
、
寺
町
通
を
少
し
北
上
す
れ
ば
、

廬
山
寺
が
あ
る
。
紫
式
部
の
邸
宅
で
あ
り
、
源
氏
物
語
執
筆
の
場
と
さ
れ
て
い
る
。

貫
之
も
式
部
も
、
国
語
学
史
上
の
人
物
で
は
な
い
が
、
国
語
の
文
章
の
様
式
を
創
っ

た
人
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
創
っ
た
か
を
語
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
語
と
の
対
決

と
し
て
、
国
語
学
史
的
に
な
り
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
貫
之
も
加
わ
っ
た
梨
壺
の

五
人
が
、
ど
の
よ
う
に
万
葉
集
の
言
語
に
対
し
た
か
は
、
こ
こ
で
は
も
は
や
想
像
し

な
い
。 

 

国
語
の
表
記
や
漢
語
・
漢
字
・
悉
曇
の
受
容
に
伴
う
国
語
認
識
に
つ
い
て
も
、
触

れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
国
語
学
史
で
確
か
に
名
を
遺

す
人
は
、
藤
原
定
家
ふ
じ
わ
ら
の

さ
だ
い
え
○

（
一
一
六
二
応
保
二
年
生
、
一
二
四
一
仁
治
二
年
没
）

で
あ
る
か
と
思
う
。
平
安
時
代
の
初
期
に
発
音
に
従
っ
て
仮
名
が
成
立
し
た
と
こ
ろ

が
、
平
安
時
代
末
期
ま
で
に
は
、
文
節
中
の
ハ
行
音
が
ワ
行
音
に
転
じ
た
り
、
元
も

と
の
も
の
も
、
そ
の
新
た
な
も
の
も
、
ヰ
ヱ
ヲ
が
イ
エ
オ
と
同
じ
音
に
な
っ
た
り
し

て
、
仮
名
の
使
い
か
た
に
多
様
性
が
出
て
き
て
い
た
。
多
様
な
も
の
を
、
本
来
あ
る

べ
き
で
あ
っ
た
は
ず
の
一
つ
に
統
合
し
た
い
、
と
い
う
の
が
、
提
起
さ
れ
た
問
題
で

あ
る
。
定
家
の
み
が
気
づ
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
名
前
の
大
き
さ
で
定
家
が

引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
定
家
が
解
決
し
た
結
果
は
、
五
百
年
後
に
契
沖
が
覆
す
ま

で
、
権
威
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
た
。
定
家
邸
は
、
寺
町
通
を
京
都
御
苑
南
端
よ
り

も
さ
ら
に
三
百
メ
ー
ト
ル
余
り
南
下
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
「
此
附
近
藤
原
定
家

京
極
邸
址
」
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

定
家
の
墓
碑
は
、
相
国
寺
で
、
足
利
義
政
・
伊
藤
若
冲
と
並
ん
で
い
る
。
相
国
寺

は
、
上
に
曲
直
瀬
道
三
・
藤
原
惺
窩
が
入
っ
た
と
こ
ろ
と
し
て
も
触
れ
た
。
京
都
御

苑
の
北
側
に
今
出
川
御
門
が
あ
り
、
東
西
に
走
る
今
出
川
通
を
渡
れ
ば
相
国
寺
山
門
、

北
西
に
は
冷
泉
れ
い
ぜ
い

○
○
○
○

家
が
あ
る
。
冷
泉
家
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
定
家
の
子
孫
で

あ
り
、
こ
の
一
帯
に
広
く
土
地
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
土
地
を
相
国
寺
に
寄
進
し
た

と
き
に
、
邸
内
に
あ
っ
た
定
家
の
墓
地
も
併
せ
て
相
国
寺
に
移
っ
た
と
い
う
。
相
国

寺
は
、
京
都
五
山
を
形
成
し
た
大
寺
で
あ
っ
て
、
今
出
川
通
の
西
・
東
に
位
置
す
る

鹿
苑
寺
金
閣
・
慈
照
寺
銀
閣
を
塔
頭
と
し
て
い
る
。 

 
鴨
東
蔌
父
お
う
と
う
の

そ
く
ふ
○
○ 

 

発
音
に
は
新
た
な
変
化
も
加
わ
っ
た
。
江
戸
時
代
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
こ
ろ
に
は
、

ア
ウ
・
オ
ウ
と
い
う
二
種
に
由
来
す
る
長
音
が
、
統
合
さ
れ
て
一
種
の
オ
ー
に
な
る
。

別
個
の
四
音
で
あ
っ
た
ジ
ヂ
ズ
ヅ
も
、
二
音
「
ジ
ヂ
」
「
ズ
ヅ
」
に
ま
と
ま
る
。
と



い
う
二
種
類
が
、
大
き
い
変
化
で
あ
る
。
仮
名
を
ど
の
よ
う
に
遣
い
分
け
る
か
と
い

う
解
決
は
、
辞
書
に
似
た
形
式
に
よ
る
。 

 

鴨
東
蔌
父
は
、
一
六
九
五
元
禄
七
年
に
、
ジ
ヂ
ズ
ヅ
を
扱
っ
て
『
仮
名
文
字
使
蜆

縮
涼
鼓
集
か
な
も
じ
づ
か
い
○
○
○
○
○

け
ん
し
ゅ
く
り
ょ
う
こ
し
ゅ
う

』
を
著
し
た
。
開
巻
の
解
説
で
は
、
音
声
に
つ
い
て

の
優
れ
た
観
察
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
著
者
の
人
と
為
り
が
杳
と
し

て
知
ら
れ
な
い
。
「
鴨
東
」
が
鴨
川
の
東
を
指
す
か
ら
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
の
で

あ
ろ
う
と
、
そ
れ
だ
け
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

伴
蒿
蹊
ば
ん
○
○

こ
う
け
い 

 

四
条
通
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
余
り
北
上
す
る
と
三
条
通
で
あ
り
、
三
条
通
で
烏
丸

通
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
東
進
し
た
と
こ
ろ
に
、
か
つ
て
日
本
銀
行
京
都
支
店
が
あ
っ

た
。
建
物
は
古
代
学
協
会
が
買
い
取
っ
て
平
安
博
物
館
と
し
、
京
都
府
が
寄
附
を
受

け
て
今
は
京
都
文
化
博
物
館
で
あ
る
。
日
本
銀
行
の
前
は
何
が
あ
っ
た
か
。 

 

伴
蒿
蹊
は
、
一
七
三
三
享
保
一
八
年
、
こ
の
あ
た
り
の
商
家
に
生
れ
た
。
そ
の
商

家
は
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
の
伴
庄
右
衛
門
家
を
本
家
と
し
、
蒿
蹊
は
八
歳
で
本
家
の

養
子
と
な
っ
た
。
家
督
を
十
八
歳
で
継
ぎ
、
三
十
六
歳
で
譲
っ
た
。
近
江
八
幡
市
の

家
屋
は
、
明
治
に
な
っ
て
小
学
校
舎
と
し
て
寄
附
さ
れ
、
現
在
は
市
立
資
料
館
の
一

部
を
構
成
し
、
旧
伴
家
住
宅
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
近
江
八
幡
市
で
は
蒿
蹊
は

文
筆
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
半
生
の
功
績
を
称
え
て
、
旧
伴
家
住
宅
の

門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
「
国
学
家
伴
蒿
蹊
宅
址
」
の
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

蒿
蹊
は
、
隠
居
し
て
京
都
に
戻
り
、
た
だ
、
市
街
の
生
家
に
は
戻
ら
ず
、
鴨
東
で

文
筆
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
国
語
に
つ
い
て
は
『
国
文
世
々
の
跡
く
に
つ
ふ
み

よ
よ
の
あ
と

』
を
著

し
、
散
文
の
文
体
の
分
類
・
歴
史
と
い
う
研
究
を
開
拓
し
た
。
一
八
〇
六
文
化
三
年

没
、
知
恩
院
に
「
閑
田
廬
幽
誉
蒿
蹊
操
山
居
士
」
と
刻
ん
だ
墓
碑
が
あ
る
。
「
閑
田
」

は
別
号
で
あ
る
。
伴
一
族
は
、
近
江
八
幡
の
本
家
も
こ
こ
知
恩
院
の
墓
地
の
中
腹
の

一
角
に
眠
る
よ
う
に
見
え
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
墓
碑
が
あ
っ
て
「
○
代
庄
右
衛
門
」
と

い
っ
た
札
が
立
て
ら
れ
る
。
卒
塔
婆
も
当
主
が
新
し
く
調
え
て
い
る
よ
う
で
、
私
に

は
非
常
に
美
し
い
墓
所
で
あ
る
と
思
え
る
。
二
十
基
は
並
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
墓
石

の
な
か
で
、
蒿
蹊
も
そ
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。 

 

な
お
、
知
恩
院
墓
地
に
は
湯
川
秀
樹
博
士
が
眠
る
。
学
術
研
究
の
一
つ
の
頂
点
に

辿
り
着
い
た
魂
を
想
う
こ
と
も
、
あ
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

 

京
都
か
ら
少
し
遠
出
し
て 

 

こ
こ
に
記
し
た
よ
う
な
こ
と
は
、
加
筆
が
容
易
で
あ
る
。
大
阪
市
に
い
て
和
歌
を

成
章
と
交
わ
し
、
ま
た
古
代
音
韻
の
問
題
を
宣
長
と
論
争
し
た
上
田
秋
成
う
え
だ
○

あ
き
な
り

は
、

晩
年
を
京
都
に
移
り
住
ん
で
京
都
御
苑
清
和
院
門
近
く
の
友
人
宅
に
斃
れ
た
。
福
井

県
小
浜
市
の
東
条
義
門
と
う
じ
ょ
う

ぎ
も
ん
○
○

は
、
東
本
願
寺
で
勉
学
し
、
真
敬
寺
で
死
の
床
に
就

い
た
。
漢
学
で
は
あ
る
が
、
頼
山
陽
ら
い
○
○

さ
ん
よ
う

が
い
た
。
近
代
で
は
あ
る
が
、
新
村
出

し
ん
む
ら

い
ず
る
○

が
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
な
か
っ
た
の
は
、
紙
幅
に
も
執
筆
時
間
に
も
余
裕
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
な
お
、
京
都
市
街
の
碑
の
姿
・
所
在
に
つ
い

て
は
、
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
充
実
し
て
い
る
。 
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京
都
か
ら
少
し
遠
出
し
て
も
、
訪
ね
歩
き
た
い
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
は
多
い
。
在
来
電

車
の
日
帰
り
と
い
う
範
囲
で
は
、 

 

三
重
県
で
、
松
阪
市
の
宣
長
に
は
触
れ
た
。
伊
勢
市
に
荒
木
田
盛
徴
あ
ら
き
だ

も
り
ず
み

・
盛

員
○
○
○
○

も
り
か
ず

父
子
が
い
る
。
津
市
に
谷
川
士
清
た
に
が
わ

こ
と
す
が

が
い
る
。 

 

滋
賀
県
で
、
近
江
八
幡
市
の
蒿
蹊
に
は
触
れ
た
。
学
問
の
あ
り
か
た
と
し
て
、
高

島
市
に
中
江
藤
樹
な
か
え
○

と
う
じ
ゅ

が
い
る
。
藤
樹
は
蒿
蹊
が
主
著
『
近
世
畸
人
伝
』
で
第
一

に
置
い
た
人
物
で
あ
り
、
蒿
蹊
は
、
近
江
八
幡
市
で
商
売
を
営
み
な
が
ら
、
琵
琶
湖

対
岸
に
想
い
を
馳
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
大
阪
府
・
兵
庫
県
で
、
大
阪
市
・
尼
崎
市
の
契
沖
け
い
ち
ゅ
う

○
○
○
○
○

を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

福
井
県
で
、
小
浜
市
の
義
門
の
名
を
い
ま
出
し
た
。
ま
た
伴
信
友
ば
ん
○
○

の
ぶ
と
も

が
い
る
。

敦
賀
市
に
橋
本
進
吉
は
し
も
と

し
ん
き
ち

が
い
る
。 

 

な
ど
な
ど
。
全
国
各
地
で
、
小
文
の
よ
う
な
試
み
が
で
き
そ
う
に
思
う
。 


